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項 目 内 容 

事業者名 会社名：株式会社 嵐山辨慶 代表者職名・氏名：代表取締役磯橋輝彦 

補助事業テーマ 京都の食文化を明日へ【安心の食プロジェクト】 

事業実施期間 令和 2年 10月 15日 ～ 令和 3年 2月 28日 

事業の目的 ① 飲食店の安全基準の制定・準備委員会の設立 

② 専門機関を含めた検証 

③ 安心の見える化 

事業の実績（成果） ① 飲食店 16店舗のオーナーを集めて準備委員会を設立し、「飲食店の

最高安全基準」Chef`s Criteria of New Normal を制定した。 

項目は、HACCPや京の食の安全衛生管理認証制度を折り込んだ食品

衛生の部分と空間衛生に関する項目を記した。 

② 大学教授、研究機関、その他専門家を巻き込んで検証の方法と基準

の妥当性を認めた。 

③ 飲食店における、感染リスクのある経路の暫定と対策、お客様に安

心していただける空間をつくるため、空気の循環・換気の風量と風

速の基準化を行い、ソーシャルディスタンスを距離と空間で数値化

し、空間衛生基準を確立して「安心の見える化」を行った。 

この他、当初の計画では、制度の確立から運用までを目標としていたが、

世の中に食品衛生の基準はあるものの、空間衛生の基準がなく、その基準

指定から入らなければならなくなり、大きく時間を要した。 

また、世の中にない基準（法制化）を新たに作ることが容易でないこと

がはっきりと分かった。 

 

今後の展望 安心につながる基準作りを行うことで、飲食リスクがどのようにある

のかを明確にし、既存の飲食店のみならず、今後開業される店舗において

も空間衛生の基準化は必須であり、様々な飲食店を分類化し産業分類だけ

でなく、衛生分類をできることがインセンティブにつながると考える、

今回のような感染拡大時に、経済活動を止めることなく、感染リスク

を最小限に留めながら活動していける、世の中作りに邁進いたします。 
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     V＝有効換気量（㎥/h） 

     N＝実況に応じた１人あたりの専有面積（㎡） 

   S＝居室の床面積（㎡） 

 


